
産学公連携コーディネータに聞く

事業化し、成果が見えるマッチング
それがコーディネータとしての私のポリシー

産

公 学
中小企業の技術開発や製品開発の過程でさまざまなサポートをする都産技研の「産
学公連携コーディネータ」。 日頃受ける相談や、サポート内容の実際をご紹介します。

　いろいろな機関でアドバイザーを務め、自
身でも研究所を立ち上げて個別に技術指導
を行ってきましたが、経験上、マッチングを
行った結果、事業化が具体的になるように導
いていかなくては意味がない、というのが私
の思いです。
　それに、例えば一年もの間に一人の人間を
特定のプロジェクトにつけるのは、中小企業に
とっては大変なことですので、事業化に結びつ
かないとリスクも大きくなります。事業化に
は、良い大学の先生、良い企業、良いプロジェク
トという条件が必要ですが、コーディネータ
（CD）はそうした良い条件が揃うよう努力しな
くてはなりません。
　そこで、私はコーディネートする企業の工場
や製品を必ず見ることにしています。もともと
現場が好きですし、それを見ないで話を聞くだ
けでは、企業の課題を的確に把握することはで
きません。こう言っては何ですが、建物は古く

ても、すばらしい仕事をされている中小企業も
あります。そうした現場を見ることによって、
より的確なアイデアやサービスを提供できる
と思っています。
　都産技研では、ラボに入居している企業と
他の企業・機関とのマッチングもお手伝いして
います。画期的な良い製品を開発したら、やは
り事業化に結びつけたいですし、紆余曲折を
経ながらも実際に成功しつつある例もあるの
で、やり甲斐を感じていますね。
　今後は、医療介護系のプロジェクトをマッチ
ングして事業化するお手伝いをしたいと思っ
ています。国の成長戦略にも医療機器が取り
上げられていますので、認可が下りるのに時間
がかかるという現状の問題も遠からず解決さ
れるでしょうし、介護者が必ずと言っていいほ
ど直面する腰痛を回避するための介護ロボッ
トなども、早急に実用化されねばならないで
しょう。

多摩テクノプラザ

シリーズ 第6回

●事例紹介 【産学連携の例】「油圧動力システムに使用する油中気泡除去技術の開発」の事業化共同開発
　半導体装置の製造を主事業とする株式会社TNKは、法政大学と連携して油圧効率を改善する油中の気泡除去装置の開
発を実施。高い精度のシミュレーション結果を得て、装置化における最適設計を可能に。そこで、アドバイザー企業の株式
会社小松製作所（以下、コマツ）に共同開発への方向付けを決断するようマッチングを行いました。同社立ち会いのもと、
デモ実験も行い、決断を促したところ、平成25年度に具体的なフィージビリティスタディに入ることで合意しました。

Profile
平成22年着任。都産技研エンジニアリン
グアドバイザー兼任。古河電気工業（株）を
経て、ウナック研究所を開設、個別企業の
技術指導を行う。NEDO（新エネルギー・産
業技術総合開発機構）プロジェクトにおけ
るアドバイザー、中小企業基盤整備機構の
研究開発支援専門員等を歴任。後者では、
サポーティングインダストリー（ものづく
り基盤技術）などの国のプロジェクトの管
理・指導に携わる。工学博士。

福岡 新五郎 コーディネータ

福岡CDの担当曜日
毎週水曜日９時～17時

中小企業の皆さんへ
　相談したいことがあっても、どこに何を頼んだらいいかわからない場合は、都産技研へおいでください。多摩エリ
アには他機関のコーディネータもいますし、自治体の産業振興協会などでも中小企業のサポートをしているのでさ
まざまなアドバイスができます。都産技研はいまひとつ知られていないかもしれませんが、どんな相談にも必ず乗り
ますし、相談料は無料です。それぞれのコーディネータは経歴上幅広い人脈がありますので、思いも寄らない効果的
なマッチングが実現するかもしれません。

Message

相談→共同研究までの経緯

技 術 解 説

～電気用品安全法における光フリッカ規制と
　都産技研の光フリッカ測定サービスの概要～

　平成24年7月1日改正の電気用品安全法（以下、電安法）

で、特定電気用品以外の電気用品としてLEDを用いた光源・

照明器具が追加されました※1。また、これに伴い、測光に関す

る項目としてLED照明器具の光フリッカ（ちらつき）に関す

る規制が新たに追加されました。電安法の条文では、「光源に

エル・イー・ディーを使用するものにあっては、光出力は、ち

らつきを感じないものであること」という記述となってお

り、「繰り返し周波数が100Hz以上で光出力に欠落部がない

又は繰り返し周波数が500Hz以上のものは『ちらつきを感

じないもの』と解釈」されています。

　光フリッカは、オシロスコープなどを用い、光出力の時間

応答性を測定することで適合性の可否が判断可能です。検出

器は、500Hz以上の周波数応答性を有するものを用いる必

要があります。図１（a）および（b）は、あるLED照明器具A、B

についてそれぞれ測定を行った結果の例です。図中のGND

は、出力がゼロのラインを示しています。照明器具Aの光出

力は、周波数はおよそ100Hz程度であるものの、出力がゼロ

近年、急速にLED照明器具の普及が進み、それに伴い新しい規格や規制の制定が進められています。
ここでは、平成24年7月改正の電気用品安全法に検査項目として追加された光フリッカ（ちらつき）
について、その概要と都産技研で保有する光フリッカ測定装置についてご紹介します。

電気用品安全法における光フリッカ
の定義

図1　光フリッカ（ちらつき）の例（改正電安法による評価）

図2　光フリッカ測定装置

LED照明器具の光フリッカ測定

都産技研の光フリッカ測定サービス

製品化への取り組み事例

 

まで落ち込んでいる部分があるため、電安法では「光フリッ

カ（ちらつき）がある」という判定となります。一方、照明器具

Bの光出力は、周波数がおよそ100Hzで、出力もゼロまで落

ち込むなどの欠落部がないため、「光フリッカ（ちらつき）が

ない」という結果になります。

　電安法の改正を受け、都産技研でも光フリッカに関する測

定サービスを、オーダーメード試験として平成24年8月から

開始しています※2。図２に、都産技研が保有する光フリッカ

測定装置を紹介します。500Hz以上の信号を取得可能な照

度計、照度計のアナログ出力波形を取得するオシロスコー

プ、データ取り込みのためのパーソナルコンピューターで構

成されています。サービス開始から半年ほどで、50件程度の

試験実績がありました。お気軽にご相談ください。

●平成22年   6月 多摩地域の大学を会員とし、特許を売る際の仲立ちや産学連携のコーディネートなど 
 を行う（株）TAMA-TLOから相談あり。
●平成22年   8月 福岡CD、（株）TNKの担当者と会い、プロジェクトについてヒアリングを行う。
●平成24年 10月 コマツを訪問し、アドバイザーとして参加していただけるよう依頼。
●平成24年 12月 コマツが共同開発に基本合意。
●平成25年   2月 成果報告会を兼ねたワークショップを開催。コマツ以外の他企業も高い関心を示す。

※1　対象となる電気用品について詳しくは、経済産業省にお問い合 
　　わせいただくか、電気用品安全法をご参照ください。

※2　電安法に関わる合否判定は行いません。

（a）光ちらつきがあると
判定される場合

光出力検出用の照度計、波形取り込み用の
オシロスコープ、波形保存用のPCで構成

福岡
CD

建設機械部品への
進出が実現すれば、
（株）TNKの事業の
柱を1つ増やすこと
が可能となります。

（b）光ちらつきがないと
判定される場合

5msec 10msec 

光音技術グループ　<本部>
　　　　   　  澁谷 孝幸　TEL 03-5530-2580
　　　　 　　 E-mail:shibuya.takayuki@iri-tokyo.jp
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